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-ty の概念を提唱 したい｡今までの universality(臨界指数の普遍性 )は生の温
度差T-Tc をもとにして定義された臨界指数が,体系の細部に依 らないことを主
張す争ものであるが,生の温度差 T-T｡ は絶対的な意味を持つのであろうか｡臨
界現象にとって最も基本的な役割を果す変数は相関距離 E又はその逆数 K-仁 1
であるoそこで,我 々の新 しい提案は,この kを単位にして定義ざれた臨界指数が
普遍であることを主張するものである｡即ち, (
仝=r/y,李′=γンy,倉=pyy, 分=A/y,
令=(21｡)/y,&=(2-a′)/y', 余=甲,合= ∂∴｡rc .
のように規格化 された臨界指数が体系の細部に依 らず,系の基本的なパラメータ
(次元 d,自由度 n, potentiaト r甲子ge.0)にのみ依存するO ここで注意すべきこ
とは, 符や ∂のように,丁度 T｡で定義される指数は,今まで通 り,それ 自体が普
遍になる｡ま.fC, ¢は, Kの関数である自由エネルギーの異常性を規定する臨界指
数であ り,比熱 C,は自由エネルギーの温度微分 (2回 )か ら導かれる副次的なも
のであるから, FとT-Tcの表わな関係 を含むことにな り, a/ γは必ず しも普遍
でなくなるO我 々の立場では,i/は体系の細かい事情によって変 り得 る｡勿論, 〟
までも普遍である categoryと 〝は変 り得る category には,それな りの差がある｡
この新 しい universality によって始めて満たされる具体例をあげることもでき
るが,ここで早ま省略 してお く｡た ,ゞ fle4の臨界指数の圧力依存性 (生嶋一照井 )





液体- リウムにおけるラマ ン散乱 (review)
京大 ･理 大 兄 哲 巨
Raman散乱を用いたIIcの研究は, GrcytakとYan達 1)による液酎 1C4 の素
励起の測定に始 じま り,最近では固体のIle3,fle42)及 び液 体の llc3-11C4mittlr(?)4)
の実磯 も行われ,少しづっ盛になりつつある｡このノー トでは,主に液体の pure
IIc4及び tic3- 11C4mixlureにおける liaman散乱の潤論 と実験の rcviewを行 う｡
§1. 液体 pureHe″
詳 しい議論に入るまえにまず綬休 日C4の素励起 (主に r.ton) と観測に使われ
ている, 1aser光の energyとmomentumの ｡rderの比較をしておく｡ 1aserの波
● o
長が, 4880Aと5145Aのものが主に使われていることから, 素励起の方が,
energyで 10~3程小さくmomentumで 103程度大きい｡ したがって, laman 散
乱の場合には,大きさが等 しく,･向きが反対のmomentum を持った素励起を励起
させることによ りmomentumとenergyの保存則 を溝足させることができる｡
さて;液酎 ielの lhm｡｡散乱についての理論は, 日｡lJcy5), stcphc｡`6),
lwamoto7),NakaH汀Ia8),等の論文がある｡ここでは, St(函 nの論文にそって
まず,話 しを進めるO液体 日C4を誘電性連続体で近似 し,古典電磁気学を用いて光
の簡乱を考える｡MaxIWell方程式を積分形で書くと座標 (-r',I) における電場
の強さは,入射光による外湯 ifo(7,,I)と, (7,,t′)における分極ベクトル
･一>--I
P(r′,t′)による電場の重ね合せで,I
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